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情報公開用文書（市民総合医療センターで実施する医学系研究） 
（他の研究機関への既存試料・情報の提供用） 

         

西暦 2018年 10月 31日作成 

研究課題名 
卵巣奇形腫を伴う抗ＮＭＤＡ受容体抗体脳炎における卵巣奇形腫の手術時期および

術式と脳炎の短期的転帰との関連をみる調査 

研究の対象 
2007 年 1 月 1 日～2017 年 12 月 31 日までに間に、卵巣奇形腫を伴う抗ＮＭＤＡ受

容体抗体脳炎の治療のために入院し、卵巣奇形腫の治療を受けた方 

研究目的 

・方法 

若年女性にみられることの多い抗ＮＭＤＡ抗体脳炎は、ＮＭＤＡ受容体抗体に自己

抗体ができることによる急性脳炎で、卵巣奇形腫との関連が指摘されています。卵

巣奇形腫を合併する場合には、発症早期に卵巣奇形腫に対する手術を行うことで回

復が早く見込めるのではないかと言われています。しかし、卵巣奇形腫の手術には、

開腹出術や腹腔鏡による方法、卵巣全体あるいは奇形腫だけを摘出する方法があり

ますが、どのような手術方法が症状改善に影響するか、はっきりとはわかっていま

せん。脳炎発症から卵巣奇形腫の手術に至った時期や手術の方法によって、短期的

に脳炎の症状改善に差が見られたかどうかを後ろ向きに調査し検討することで、卵

巣奇形腫に対する手術方法の治療指針を作成していくことを目的としています。 

診療録をもとに患者ごとに診断された方法、抗ＮＭＤＡＲ脳炎の症状の程度、卵巣

奇形腫の手術時期、手術の方法、術後の症状の改善度合いなどから、手術の時期や

方法によって脳炎の症状改善に差があるかを検討します。なお、調査では個人が特

定されるような情報は治療した施設以外ではわからないように十分に配慮します。 

研究期間 西暦 2018年 12月 18日 ～ 西暦 2020年 3月 31日 

研究に用いる 

試料・情報の 

種類 

診療録から以下の情報を収集します。 

・抗ＮＭＤＡＲ抗体脳炎に関する項目：脳炎発症時の年齢、抗体陽性となった検査

材料、抗体検査の種類、脳炎の治療、発症後から脳炎の確定診断までの期間 

・卵巣奇形腫に関する項目：発症後奇形腫の手術までの期間、内科的治療内容、手

術の目的、奇形腫手術時の年齢、妊産回数、脳炎発症時の妊娠の有無、妊娠週数、

妊娠の転帰、奇形腫発生部位、嚢腫の数、嚢腫の最大径、奇形腫の組織型（良悪性）、

神経成分の有無 

・卵巣奇形腫の手術に関する項目：手術時のＰＳ、術前ＩＣＵ管理の有無、手術時

意識レベル、手術時の呼吸状態、手術時の痙攣・異常行動、手術時の精神症状、手

術時のその他の症状、卵巣奇形腫に対する術式（開腹・腹腔鏡・片側・両側・嚢腫

核出術・卵巣／付属器切除・両側性の場合の術式・その他） 
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・奇形腫の手術による状態改善に関する項目：術後の経過観察期間、転帰、術後の

意識障害・呼吸障害・痙攣・異常行動・精神症状の改善、術後日常生活可能となる

までの期間、術後 1か月時のＰＳ・ＩＣＵ管理・改善度、可能な期間は術後３ヶ月・

１年後の期間、新たな奇形腫・再発腫瘍、死亡例の場合死亡の時期と死因 

外部への 

試料・情報の 

提供 

主たる研究機関（熊本大学大学院生命科学研究部）へのデータの提供は、公益社団

法人日本産科婦人科学会が管理するサーバーにパスワード入力でログインし、デー

タ通信ＳＳＬ暗号化通信によりエクセルデータファイルを送信、外部攻撃に備えた

高いセキュリティのサーバーの上で一時的に保管が行われる。研究代表者によりデ

ータをダウンロードし、外部に接続しないコンピュータ、ＵＳＢにパスワードを設

定し保存する。 

サーバー上の情報にアクセスできる者は、研究代表者・担当者のみとする。 

データと個人を結びつける対応表は、当院の研究責任者が保管・管理します。 

熊本大学大学院生命科学研究部において、送付された試料情報は施設の規定に従い

厳重に保管・管理されます。横浜市立大学附属市民総合医療センター婦人科におい

ても横浜市立大学の規定に従い厳重に保管・管理します。 

研究組織 

公益社団法人 日本産科婦人科学会 婦人科腫瘍委員会 

研究代表者：熊本大学大学院生命科学研究部 田代 浩徳 

研究事務局：熊本大学産婦人科 坂口 勲 

研究参加施設：新潟大学医学部産婦人科 榎本 隆之 

       東北大学大学院医学系研究科 八重樫 伸生 

       福岡大学医学部 宮本 新吾 

       京都大学大学院医学研究科 万代 昌紀 

国立病院機構災害医療センター 椙田 賢司 

情報の提供を行う機関：横浜市立大学附属市民総合医療センター 

本研究に関するご質問・ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計

画書及び関連資料を閲覧することが出来ますので下記連絡先まで電話またはFAXでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方

にご了承いただけない場合には研究対象といたしませんので、下記の連絡先までお申出ください。

その場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。 
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問合せ先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

〒232-0024 横浜市南区浦舟町４－５７ 

横浜市立大学附属市民総合医療センター 婦人科 （研究責任者）古賀絵理 

電話番号：045－261－5656（代表） FAX：045－231－1846 

 


